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執　筆　者　紹　介（掲載順）
 爲 計 田 　 歩 　 美　（大学院人文科学総合研究科
  臨床心理学コース修了）
 竹 　 内 　 　 　 彩　（大学院人文科学総合研究科
  言語・文学専攻日本語日本文学コース博士前期課程 2 年）
 野 見 山 　 亜 沙 美　（大学院人文科学総合研究科
  言語・文学専攻日本語日本文学コース博士後期課程 3 年）
2014（平成 26）  年度　図書委員会（50音順）
委 員 長　　　佐　藤　毅　彦
委　　員　　　有　本　尚　央
委　　員　　　A.W.エグリントン
委　　員　　　大　森　敏　江
委　　員　　　神　野　富　一
委　　員　　　坂　井　康　子
委　　員　　　鈴　木　順　一
委　　員　　　野　崎　志　帆
委　　員　　　前　田　勇　子
委　　員　　　水　野　勝　仁
委　　員　　　山　上　　　暁
書記・事務局　柴　山　晴　江
編集後記
　2015 年 1 月 5 日に、NHK 『クローズアップ現代』 で、「地方から日本を変
える①　まちを潤す “にぎわい革命”」が放送されたが、この番組で取り上
げられた、「島根県海士町」「岩手県紫波町」は、いずれも図書館が地域のに
ぎわいを創出することに貢献している町であった。また、2014 年度日本図
書館協会図書館建築賞を受賞した 「明治大学和泉図書館」「立教大学池袋図
書館」 では、新しい学習形態である 「アクティブラーニング」 に対応したス
ペースを、洗練されたデザインで館内に設定していることが、受賞理由のひ
とつとなっていた。いま、大学図書館は、研究教育支援や機関リポジトリな
どの機能に加えて、「場 （スペース） の提供」 の点でも、学内で一定の存在意
義を示すことが求められている。本学でも、そのためのスペースを設置して
きたが、その活用がさらに促進され、より充実した運用が実現するようにし
ていきたいと考えている。
甲南女子大学図書委員会　　　
委員長　佐藤　毅彦　
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